
　
　

国
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
作
り
で
経
済
再
生
を
目
的
に
地

方
活
性
化
を
図
り
、
頑
張
る
所
に

金
と
人
ま
で
出
す
と
言
う
が
、
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
と
ど
う
違
う
の

か
。

　

こ
れ
で
元
気
に
な
る
な
ら
、
田

舎
の
息
子
は
親
の
言
う
通
り
無
駄

も
せ
ず
や
っ
て
来
た
の
に
こ
の
現

状
だ
。
ど
こ
が
、
誰
が
悪
か
っ
た

の
か
。

　

今
ま
で
の
都
会
の
土
俵
で
は
な

く
、
勝
て
る
相
撲
を
田
舎
の
土
俵

で
取
れ
ば
勝
て
る
。

　

昔
は
、
国
破
れ
て
も
山
や
川
、

海
が
有
っ
た
が
今
は
無
く
、
こ
の

事
業
を
自
然
環
境
の
回
復
に
使
え

な
い
か
。

　

ま
た
、
来
年
度
事
業
へ
の
活
用

を
聞
く
。

　

去
る
11
月
に
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
が
公
布
さ
れ
た
。
理

念
、
設
置
基
準
、
基
本
計
画
、
市

町
村
の
責
務
等
が
主
体
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
が
こ
れ
ま
で
と
違
う

の
は
、
地
方
活
性
化
の
政
策
を
市

町
村
が
計
画
策
定
せ
よ
と
い
う
点

に
あ
り
、
個
々
の
案
件
に
つ
い
て

は
特
段
目
新
し
い
物
は
な
く
、
町

で
も
該
当
す
る
施
策
を
使
っ
て
い

る
。
次
年
度
の
活
用
は
、
補
正
予

算
を
組
む
か
新
年
度
予
算
に
よ
る

た
め
、事
業
の
選
択
に
つ
い
て
は
、

今
は
答
え
ら
れ
な
い
。
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伊
方
よ
り
一
足
早
い
川
内
原

発
再
稼
働
問
題
を
、
原
子
力
委
員

会
は
安
全
性
で
は
な
く
安
全
基
準

を
認
め
た
の
だ
と
言
う
。

　

川
内
原
発
の
危
険
想
定
海
域
は
、

航
行
と
操
業
の
漁
師
に
と
っ
て
は

重
大
な
問
題
で
あ
る
。

　

福
島
の
漁
業
の
人
々
を
思
え
ば
、

伊
方
原
発
に
近
い
黒
潮
町
の
危
機

管
理
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
心
配
だ
が
、
ど
う
か
。

　

最
悪
の
場
合
、
漁
業
の
町
と
し

て
、
伊
方
原
発
事
故
対
策
は
、
高

知
県
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

黒
潮
町
地
域
防
災
計
画
を
見
直
す

予
定
だ
が
、
現
在
、
計
画
書
は
作

成
さ
れ
て
な
く
、
平
成
27
年
３
月

の
防
災
会
議
に
諮
る
予
定
だ
。

　
　

全
国
市
町
村
水
産
振
興
対
策

協
議
会
の
理
事
職
の
町
長
に
、
海

の
汚
染
と
資
源
問
題
、
及
び
公
社

方
式
に
よ
る
漁
船
建
造
に
つ
い
て

聞
く
。

　

カ
ツ
オ
資
源
問
題
は
、
国
際
的

資
源
管
理
体
制
の
早
急
な
構
築
を

図
り
、
漁
獲
規
制
の
導
入
を
主
張

し
て
い
る
。

　

公
社
方
式
の
漁
船
建
造
は
難
し

く
、
財
政
的
な
金
融
支
援
策
を
考

え
て
い
る
。
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